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Rickettsia prowazeki及びRickettsia mooseriの

登育促遙物質に關すろ研究

金澤讐科大回細菌學教室（主任谷敏授）

鰍 谷 喜 兵 衛
   Gortya Ki／tre

  （昭和23年4月23日受附）

第1章緒

 R・P．及びR．m．は向細胞性で，その獲育に

は生きた細胞が必要である．從って一一般細菌用

の培養基を用ひてRを純粋培養することは不可

能であ！，今日に於ても組織培養の域を回せ

す，一般には購化鶏卵及びマウス，海狽，家兎

等の動物艦内縫代接種：により株を保存してみ

る．而して二等R．p．に感受性を有する動物の

諸臓器を材料として褒疹チフスワクチンを作っ

た先人の業績は多々存するが，或ひはその効力

大ならす，或1）ひは効力高なるも製造技術困難

にして大量生産に適せぬ憾みがあった．1938年

Coxの艀化鶏卵卵黄嚢内接種：法出つるに及ん

で，R． p．の大量獲得の目的は孚ぱ達せられた

かの観があった．

 余も2孔法（第21章第2節参照）に：よ吟R・P。

及びR．凪の鶏卵内培養を行ひ，それらの襲育

促進物質：について研究の歩を進めた．印ち鶏卵

内内容物，海瞑及び家兎の前眼房水，騒髄及び

睾丸の化學的組成よりみて各種アミノ酸，ヒヨ

言

レステリン，レチチン，各種ビタミン類，各種

ホルモン剤を選び，卿化鶏卵内添加培養を行っ

た．

 翻って上述の添力演養に涙する先入の業績を

顧みるに，貴寳院2）は痘毒の卿化鶏卵内培養に

於て上述の諸添加物質が護育促進作用を有し，

就中グルタミン酸曹達が顯著なる作用を示した

と報告してみる．R．m．に心するマウスの感受：

性を高める要因として白川3）はビタミンC及び

品種ホルモン劃をあげ，有田4》はビタミンA，B

は促進するが，Cは影響なしと述べ，3〈e 5）は

ビタミンCがR．m．の獲育を佳良ならしめたと

報告してみる．然し未だ各種アミノ酸，ヒヨV

ステリン，レチチンがR． P．及びR．m．の獲育

促進物質として實験に供せられたのを聞かな

い．余の研究に於て之等の物質の或物はよく

R．P．及びR， m．の獲育を促進せしめ，殊にグ

ルタミン酸曹達は顯著なる増殖を認めしめkる、

を以て妓に一括報告する。

第2章 三二材料及び實験方法

     第1節實験 材料
1．培養に洪したR．

R・P・及びR・m・は傳染病研究所北岡正見博士よ

り悪奥された伊藤株及び横井株である．

2。鶴 卵

期卵は市内養鶏業者と特約購入した新鮮なる自色レ

グホンの受精覇卵を使用した．

3．添加物質

 a）アミノ酸

 i）グリココル（武事），ii）d一アラニン（武化），iii）

 Lアスパラギン酸（武化），iv）レグルタミソ酸ソ

 ーダ（皆皆），v♪LチPヂン（乳化）， vi）翌一トリプ

  〉プアン（武化），vii）1一チスチン， viii）1一チステ

 イン（武化），ix）d一アルギニン（武田）で，之等の
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192 鰍 谷

  濃嘆は薔通1／100mo1蒸溜水水溶液として使用し

  た．但し溶解度の低い品種に於ては1／1000－1／10

  000mol溶液とした・b）i）ヒヨレステリソ（武化），

  ii）レチチソ（武化），c）ビタミンti）ビタドール

  （林衆）：ビタミンADを含んだ注射液にして，

  本液0・5cc中ビタミンA6萬國際軍位，ビタミン

  D12，00⑪國際軍位を含有する． ii）ビタミンB

  （富山化學）：ビタミンBi結晶4mgを蒸溜水2cc

  中に溶解して作ったもので，實瞼に曾ては之を原

  液とした．iii）ビタミンC（武田）：1cc中に日本

  藥局方ビタミンCO．⑪59を含む．a

  b）ホルモン剤i）スペルマチン（帝國砒臓器藥

  斑究所）＝1cc中有効成分30mg含有すると繕せ

  られる、ii）ビバスモン（田邊）：水溶性男性ホル

  モソ劃にして1cc申25鶏冠同位を有すると脅せら

 ・る．iii）オーフオルミソ（帝國就臓器藥研究所）：

  卵菓實質より抽出したる総ホルモン製醐にして

  1cc中有効成分30mgを含有すると繕せられる．

  iv）オヴアホルモソ（帝鋸盤臓器藥研究所）；1cc

  中卵胞ホルモン100M．E・を含有すると繕ぜら

  れる．

     第2節實験 方法
L培養法
 培養法はほksアメリカ含衆國叢疹チフス委員會の方

法に準じた。

 i）接種秘料：感染海狽艦を護熱第2～4日目に無

菌的に取出し，乳鉢の申で射倒し，滅菌生理的食量水

で10％の乳劃となし，毎分1000回廻轄10分望遠心して

上液を探り接種材料とする．

 ii）卵接種法；39。Cにて艀卵7日目の受精鶏卵に

2孔法で接種する，先づ暗室にて電球透過光線により

横位鶏卵の版絡尿膜の輪廓をマークして置き，その遊

離端の中央部及び卵の鈍端部（氣室）を3％ヨードチン

キで消毒し，この爾箇所に錐で小鼠を開け，脈絡尿膜

遊離端中央部の開題部に11／Lインチ，21ゲージの針を

水ZFに沖し接種液0・5ccを卵黄の申央部に注射し，

数で接種孔を70％アルコールで拭いて溶融パラフィン

で雨霧を閉ぢる，

 iii）接種した寒卵は36。Cの卿卵器に置く．接種後

6日目に卵の菊室部表面をヨードチンキ，i欠で70％ア

ルコールで清拭し，氣室上部の卵殻を滅菌ピソセツ1・

で破り，卵黄嚢の内容至部をペトリ 一 1Wtの申にあけ

る．

 iv）卵黄嚢の小片を探り，組織を蔵物ガラス上に塗

抹して室温で乾燥し，メチールアルコールで固定しギ

ーー ?U染色液で染色し、雑菌混入なきを確めRの多い

卵黄嚢を接種材料として使用し，同様の方法で訳代卵

に纏漏する．以上の如くして綴代接種を行ふ．

 V）添如物質は2～3を除き悉く蒸溜水にて㌻i⑪o

Mol水溶液となし， pHを7．⑪に修正しザイツの濾過

板にて濾過したものを用ひた．而して之を添加して鶏

卵内培養をなすには，注射筒内で接種用10％卵黄嚢乳

剃0．5ccに上記添加物質のO・1ccを加へ，混和して

注射した．喪葬として生理的食藍水を同容量添加した

ものを設けた，

2）判定方法

 添加物質を加へた接種群と封照群の，鶏胎仔に近い

卵黄嚢の部分より小切片を切り取り載物ガラス上に塗

抹，ギームザ染色法を施し1視野に於けるRの数を計

算しRの殖鱈を比較した，その際網眼レンズを使用

し，翔卵1個につき3枚の標本を作り，各標本につい

てその爾端及び申央に於て夫々10親野を観察，牢均し

てその1覗野宴敷を計算した．而して封鬼斗の1難癖

李均菌激を以て添加接種群のそれを除した敷値を以て

卒均壇殖率と冒して成績を比較することにした．

3．海狸に封ずる毒力試瞼法

 R・P．及びR・m・感染卵黄嚢の1％生理的食堅水乳

母11ccにグルタミン酸曹i達のYloo Mol水溶液i lccを

添加し，之を正常海狽の腹腔内に接種し，潜伏期聞の畏

短及び護熱の高低を追及し，毒力の比較をも試みた．

第3章三三成績
第1節 R・p，に封ずる諸種アミ

   ノ酸の獲育促進作用

  第1項グリゴコル
グリゴコルはアミノ酸中郷も簡軍なる構造式

を有し，從來一般細菌に封しては良好なる榮養

物質とみなされて居らす，特にPjerceは細菌

の獲育を阻害すると稻してみる．R．p．に封して

も，2代卵，3代卵，5代卵の3代にわたって

親察したが，第1表に示す如く同様良好な成績

を示さす，増殖率は1．6であった．然しpierce

［ 52 ）



Rickettsia prowazel〈i及びRickettsia mooseriの叢育促進物質に關する研究 193

の言ふようにその獲育を阻害するようなことは

認められなかった．

第1表：グリココルの影響

紹翻癬繕

率は2．72であった．

添
加
群

照
門

世
代

使用 生存
卵数1卵数

2

3

5

2

3

5

5

5

5

5

5

5

4

5

4

5

5

5

140．

150．

550．

70．

85．

530．

2．

1．76

1．03

1．

1．

1．

1．6

L

第3表：1一アスパラギン酸の影饗

添

加

群

照

高

齢1使用
代 三品

2

3

4

5

2

3

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

鑛擁籔：構

5 t 530．

5 i 750．
4 1 400e．

4 1 870．

4

5

4

4

157．

220．

2200．

375．

3．4

3．40

1．81

2．3

L
1．

L
L

     第2項d一アラ＝ン
 d一アラニンは現在迄細菌に封してはグリココ

ルと同檬良好なる榮養物質とみなされなかった

が，R．P．に封しても2代卵，3代卵，5代卵の

3代にわたり槻察したが，第：2表に示す如く増

殖率は138で護育増殖を促進する作用は殆ど

認められなかった．

李 均
壌殖率

2．72

1．

第2表：d一アラ＝ンの影響

騰璽麟購

    第4項グルタミン酸曹達

 d一グルタミン酸曹達はアスパラギン酸と同

様，從來細菌の培養に窒素源として用ひられた

が，2代卵より6代卵に至る5代にわたり観察

した所，第4表の成績にみる如く，RP．に質し

ては極めて優秀なる焚育促進作用を認めしめ，

増殖率4．6で使用藥品中最高であった．

世 使用
代 卵激

  2 1 5
添

加 3  5
群 5  5

  2 1 5

照 3  5
群 5 5

生存
民話

4

4

5

4

5

5

100． 1 1．25

160． 1 2．O

soo． 1 O・90 1

1．38

80．

85．

550．

属
1．

L

1．

    rg 3項1一アスパラギン酸

 アスパラギン酸は植物殊にその幼芽中にアス

パラギンとして存在し，植物の属託に關して重

要なるアミノ酸である．而してアスパラギン酸

曹達と共に以前より細菌培養基に屡々配分され

てるるが，細菌に封しその護照を促進すること

彊く，加之或細菌に謝しては必須の榮養物とさ

へ稻されたものである．

 R．P．に遷しても，2代卵，3代卵，4代卵，

5代卵の4代にわだ吟観察したが，第3表に示

す如く獲育塘殖を促進すること強く，その増殖

第4表：グルタミン酸睡蓮の影響

添

加

群

照

群

世
代

2

3

4

5

6

2

3

4

5

6

使用
卵数

5

5

5

5

5

生存
卵激

5

4

5

3

3

5

5

5

5

5

5

3

4

5

3

騰購
6フ0。

1760．

6600．

4250．

2110．

160．

22e．

2200．

1700．

270．

4．2

8．0

3．

2．5

5．7

L
1．

L
ユ．

L

李 均
露語率

4．6

L

     第5項1一チロヂン
 1一チロヂンは溶解度が低い爲，余は1／10⑪O

Mol水溶液を使用した． Lチロヂンは通常動物

性蛋白質の分解によりて得られ，生物の獲育に

關して重要なアミノ酸の一つであるが，細菌に

識しては襲撃を促進せしめる範園及び程度共に

一般に佳良ならすとみなされてみる．然しR．p．
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の獲育増殖に早しては第5表に示す如く比較的

良好なる成績を示し，増殖nj 2．0であった．

第5表＝1一チ耳ヂンの影響

  世
  代

添 3
翻・

野 3
羅，4

使用
卵激

5

5

5

5

生存
母数

4

4

3

5

1覗野
李職蜂鐵

2050

6960

1250

2900

壌騨魚蝋峯

i・61 2．0

2．4

L  L
1．

第7表：］一チスチンの影響

  k！f，．

」．生

添 2
加  3

耕 5

封 2
昭  3

群5

使用
卵数

5

5

5

生存
卵籔

3

4

4

司
5

5

5

4

5

1晶晶
平均虚数

230．

340．

2850．

110．

550．

1890．

増殖率

2．O

O．6

L5

L
L
ユ．

午 均
壇殖率

1．36

1．

    第6項1一トリプトプアン

 1一トリプトフアンは動物の榮養上特殊の意義

を■有するもので，食物中之を訣く時は容易に榮

養障害を起すものとせられる．而して細菌に劃

して良好に作用するとみなされてるるが，R．P．

に：撰しても第6表に示す如く増殖率2・8で，比

較的良好なる獲育促進作用を示した．

第6表：1一 Fリプトファンの影響

ネ轟覆鱒麟
   1

     第8項1・一チステイン

 2代卵，3代卵，5代卵の3代にわたり観察

したが，その成績は第8表に示す如く増殖率

121で護育促進作用は殆ど認められなかった．

  i世
  1代
ゆ へ ｭ 
難1

封13！

   

網4

使劇生存

卵劉賜
5

5

5

5

4

5

4

5

   
37501
7540

3．0

2．61

rl
i・ i

2．8

1250

2900

第8表：レチステインの影響

」壼i
  l2
添
加
群

封
照
群

Livl I！g；re

3

5

2

3

卵敷

5

5

5

s1

5

5

5

白総鵠
5

4

4

5

4

5

170．

390．

2648．

11O．

550．

1890．

増殖噸憲

1．53

0．70

1．4

L
ユ．

1．

1．21

L

1．

     第7項Lチスチン
 1一チスチンは水に難溶性であ1るから蒸溜水に

て1／［oo⑪o Mo1水溶液を作P使用した．

 チスチンは殆ど凡ての蛋白質に存在し，蛋白

質の基礎域分の一つに驕する化合艦にして，生

物の獲育に重要なるアミノ酸である．而してそ

の構成上，アミノ越中硫黄原子を有する唯一の

ものである．細菌に封ずる同歯促進作用につい

ては，獲育を促すとするもの，影響を與へすと

するもの，獲育を阻止するとなすもの等諸詮あ

るも，R・P・に縛しては第7表に示す如く増殖

as 1．36で，嚢網増殖を促進する作用は殆ど認め

られなカiつた．

     第9項d一アルギニン

 d一アルギ＝ンは蛋白質中に廣く含有せられ，

殊にヒストン及びプロタミン中に多量に存在す

る．而して細菌の面心に劃しては，その影響比

較的良好であるが，グルタミン酸曹達等に比す

れば大V・に劣ると回せられた．R．p．に樹して

は，2代卵，3代卵，4代卵の3代にわたり観

第9表：Lアルギ＝ンの影響
咽使用代1内数

生存

装~
1親野
O面菌激

増殖牽 李 均
X殖率

一2『添 21 5 4 5⑪． L◎

加群 314 1 55 44｝ 550．

P250♂

1．

O．73

0．91

封｝
一一

ﾑi   」

5 4 48． 1．

照 3 5 4 550． 1． 1．0

群 4 5 17⑪0。 1．
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察したが，第9表に示す如く増殖率0．91で護育

促進作用は全く認められなかった．

   第10項 アミノ酸の濃度とR．p．

      二二促進作用の關係

 余はアミノ酸の濃度がR．P・の稜育促進に及

ぼす影響を観察する爲，R．p．に律し良好なる獲

育促進作用を示した1一グルタミン酸曹達，トア

スパラギン酸，1一チロヂン，L一トリプトフアン

を選び，夫々1・，駈。，1／1 oo，駈oo⑪， i／i e⑪⑪o Mol

水溶液を作り，そのO．lccをR．p．感染卵黄嚢10

％乳剤05ccに添加培養したる所第；10，第ill，

第12，第13表に示す如き成績を得た．帥ち】一グ

ルタミン酸曹遙に於ては駈。⑪Mol水溶液が最

もよく，その増殖率は4．0，次に↓／10｛｝⑪Mol，

1／lo Mo1水溶液がよく，増殖卒は夫々3，2．7，

1Mol水溶液は比較的良好で，増殖率は2．0で

あった．Yloooo Mol水溶液は増殖率1．8で殆ど

影響がなかった．アスパラギン酸は11ioo Mol
        く水溶液が最：もよく，増殖率は2．3，：Jc va i／i oo Mol

水溶液：がよく，増殖率は2．0であった．1 Mol，

Yiooo Mol，1／1 oo⑪o Mol水溶液は檜殖率が15，

1．4，1．0で何れも殆ど国育促進作用が認められ

なかった．1一チロヂンは1／loo Mo】，駈。⑪o Mo1

水溶液が最もよく，増殖率は夫々」2．6，2．5，次

にYloooo Mol，1／1⑪MoI水溶液がよく7増殖

牽は：夫々2．2，2．1，IM⑪1水溶液は増殖率が1．8
           つ
で殆ど獲麟促進作用を認めなヵ・つた．1一トリプ

トフアンは1／lo Mol，1／loo Mol水溶液が最もよ

く，増殖率は夫々2．3，2．2，1Mol，駈⑪oo Mol，

1／1 oooo Mol水溶液は増殖率が夫々1．6，1．5，1．5

で何れも促進作用を認めなかった．

 本項に於てもグルタミン酸曹達の↓至。⑪M⑪1

永溶液が最も優秀なる成績を示し，次でアスパ

ラギン酸，トリプトプアン，チロヂンは何れも

良好・な成績を示した．

世
代

4

第11表：アスパラギン酸の

  各種稀二二添加培養

二二濃度
使用
草

生存
糟

1視野
寞ﾏ田数

雫 均
X殖…華

    一P   Mo 1 5 4 1486． 1．5

1／10 M・1 5 5 1980． 2．0

1／10G M。1 5 4 2290。 2．3

1〆1000 Mo1 5 4 1440． 1．4

1／1⑪ooO M⑪1 5 5 1000． 1．0

封   照 5 1 5 990． 1．

第12表 1一チロヂンの各種

  稀汁液添加培養

世

代

5

亭亭濃度

 1 Mo1
1／10 Mo1
1／100 Mo1

1／1000 Mol

lvleooo Mol

封   照

使用1   生存
卵馴歩数

5

5

5

5

5

5

4

4

4

5

4

4

1視野
4s均菌数

2430．

2840．

3510．

3375．

2970．

1牛 均

増殖…率

1．8

2．1

2．6

2．5

2．2

第10表：グルタミン酸三三の

  名・種稀繹液添力翼培養

世

代

3

稀羅濃度

 1 Mo1
1／10 Mo1
1／100 Mo1

1／leoo［ Mo1

1／10000 Mol

封   照

使用
卵籔

5

5

5

5

5

5

1350． i 1・

生存1・視野
卵三二均丁数

4

4

5

5

5

5

1620．

2200．

3240．

2430．

1458．

810．

李 均
増殖率

2．

2．7

4．0

3．

1．8

1．

1

第13表：1一トリプトプアンの

  各種稀三二添加培養

世

代

4

稀羅濃度

 1 Mol
lflO Mo1
1／100 Mo1

1／1000 Mo1

1／10000 Mol

射   照

使用
卵数

5

5

5

5

5

5

生存
卵撒

3

5

5

3

4

5

奉鶉翻
360⑪． 31．6

5175．  2・3

4950。 2 2．2

338・・i・・5

3375． ； 1．5

   225⑪． i 1．

    第11項グルタミン酸曹達

       連練使用の影響

 前記各項に於て認められた如く，グルタミン

酸曹達がR・p・の獲育促進作用最：も弧きを示し
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たが，之を連弾して各世代接種に用ひたる場

合，如何なる影響を及ぼすかを見る爲2代卵よ

り11代卵に至る1⑪代にわたって観察した．添加

物質を加へざりし初代卵黄嚢10％乳剤を1000回

10分間遠心し，その上液0．5CCに駈。⑪Molグ

ルタミン酸曹達水溶液0．1ccを添加接腫した群

を第2代第1群とし，同上液05ccに滅菌生理

的食：塵水Q， 1ccを添加接種：した群を第2代第II

群とした．第2代卵に於て，第1群の上液05cc

に駈⑪⑪Molグルタミン酸－曹達水溶液0・1ccを

添加接種した群を第3代第1群とし，同上液に

滅菌生理的食塵水0．1ccを添力il接種した群を第

3代第；II群とし，第2代卵第II群の上液⑪5cc

にグルタミン酸曹達水溶液0．1ccを添加接種し

た群を第3代第II工群，同上液に滅菌生理的食

導水0．1ccを添加接種した群を第3代第IV群と

した．次に第3代卵の第1及び第IV群より第

2代理第1及び第II群の如く夫々グルタミン

三曹逡水溶液：添加群と封照群を作b，第4代卵

の第1，ng II，第HI， IV群とし，以下同檬に

してll代卵迄に及んだ．かくの如くして，グル

タミン酸曹達水溶液：の連吟作用，その後綾作

用，we 1回の使用時の影響を比較した．その成

績は第14表に示した通りである．

 註；同表の時計文字は群名を示し，アラビヤ数字

   は第IV群（2代卵は第II群）のR・P LTk均敷

   を以て一群のそれを除した増殖率である．

第14表：グルタミン酸曹達連唱使用の影響

      初 代 卵
      lnyl
     I群    H群（2代卵）
     （3．8）          （1．）

    i一一i i”i
    I  I【  Ill IV （3代卵）
   g－3．0）一 （1．6） （2．e）            （1．）
   1 「      「一t

           I   II
          〈4．4） （3．8）
         i   F
         I    I［
         （6．） （1．9）

        i－1
        1   1［
       （6．4） 一 （1．9）

      1一一一1
      1   11
     （8．） （3．8）

     i一’1
     1   1［
    （4．5） （2．5）

   1一 一hi
   I   II
  （5．5） （2．3）

  1’l
  I   1匠
 く2．） （1．2）

 1一一l
I   I［

（4．） （3．2）

 各囲障に各々受精鶏卵5個宛使用した。10代

にわたる各群の増殖率を李均するに，第1群

4．7，第II群2．21，第IH群2．78，第IV群1と

なり，毎回グルタミン酸曹達水溶液を添加した

第1群を毎回グルタミン酸曹達水溶液を添加し

なかった第IV群に比較すれば，明かにグルタ

m  IV （4代卵）
（3帽）  （1・）

  i－L一［
 1［1 1V （5代卵）
 （2．6） （1．）

   1－r
   III  IV （6代卵）
  （2．8） （1．）

     i’i
    I∬  IV （乳代卵）
    （7．〉 （1．）

      iX 1
      1［1 1V （8代卵）
     （4．） （1．）

        1一「
       III  1：V （9代卵）
       （2．0） 〈1．）

         （一l
         EII IV （10代卵）
        （1．4） （1．）

          1一一i
          I1【 IV （11代卵）
          （3．） （1．）

ミン酸曹達のR．P．獲育促進作用の顯罪なこと

を認めさせるであろう．又臥1群は第II群よb，

第UI群は第IV群より増殖型置にして，第III

群は第：II群より増殖率は大であった．

 之によればグルタミン酸曹達の連績使用が最

もよく，次が1回接種である．一旦増殖した

［ S6 1
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R・p．は次代に於てグルタミン酸曹達の後績影

響が樹上冷する．

   第2節 R．P．の海狽襲病に及ぼす

     グルタミン酸曹達の影響

 余は滅菌生理的食下水を以てR．p．及びR．m．

感染卵黄嚢（ギP・・ムザ塗抹染色標本上，・前者は

一覗野に5000個，後者は一覗野に4000個の1

％乳剤を作り，之の1ccにグルタ薄ン酸曹達の

↓ieo Mo1水溶液1ccを添加し艦重4009前後の

海狽各々4匹の腹腔内に接種を行った．封照と

して同上乳母に生理的食盤水1ccを添加接種し

た動物群及び別に病毒を接種しない健康的を置

いた．而して接種後4週闇にわたり毎日定時に

槍温を行い，潜伏期の長短及び獲熱の高低を比

較した．動物群の類別は次の如し．

 1群：R．p．感染卵黄嚢乳剤に：グルタミン酸

    曹達水溶液を添加接種したる海狽；群

 II群：同上乳剤に生理的食盛水を添加接種

    したる海狸群

 III群：R．m．感染卵黄嚢i乳齊1にグルタミン

    酸曹蓮水溶液を添加接種したる海瞑群

 IV群：同上乳剤に生理的食盤水を添加接種：

    したる海樽群

 V群：健康海狽群
 夏（19／VIII，47接種）及び秋（11！x，47接種）

の2回軽舟を行った．夏のものは，1群は接種

後10日目に護熱し，4日聞紅熱期間を持帯した

が，H群は馬田を見なかった． III群に於ては，

接種後9日目に獲熱し，4日聞護熱期間を：持績

したが，IV群には護熱を見なかった．

，尚夏季の海鞘の艘温は日中に於て健康海狽に

於ても非常に高く，實験不明の爲，毎朝7時に

槍温し，39。6C以上を．獲熱とみなした．

 秋のものは，1群は接種後5日日に獲熱し，

獲熱期5日間を持績した．H群は接種後8日目

に獲熱し，4日間の護熱期闇を持績した．又IH

群は接種：後7日目に獲熱し，5日間の護熱期間

を持早したが，IV群は接種後9H目にi鍵靹し，

4ほ間弾唄期間を持暫した．帥ち1群は調雌（II

群）に比して潜伏期を3日聞短縮し，嚢熱期間

に於ける畿熱度は準均0．6。C高かった．34 III

群は観照（IV群）に比して潜伏期を2日間短縮

し，その獲熱期間に於ける獲熱度は同じく李均

α6。C高かった．

    第5節 ヒヨレステリン及び

       Vチチンの影響

 R・p．が或種實験用動物の睾丸及び脳髄内によ

く増殖することは先人の業績により明かであ

る．而して之等の組織就中麟組織はヒヨレステ

リン，レチチンを他臓器より遙かに多量に含有

する故，之等の組織のR．p．焚育に及ぼす影響

がヒョレステリン，Vチチンに原因するのでは

ないかと思考しこの實験を試みた．

     第1項 實 験 材 料

1鍛供したR’儂も第2章第1節と瞭

3．添加物質

 i）ヒヨレステリソ

 之をXoo Mo】水製乳剤として使用した．乳下の製

法は法の如く蒸溜水にてアラビヤゴムの3％溶液を作

り，之に駈oo Molの割合にヒヨレステリソを加へ乳

針中にて李等となるまで乳棒にて概拝する．かくして

作った乳剤を試験管にとり30分宛蒸氣滅菌を3目間行

って保存した．

 ii）trチチン

 蒸溜水を以て与ioo Mol水溶液を作ったが，その方

法は第2章第2節と同書である．

     第2項 實 験 方 法

1灘撫｝野も購顯と同檬｝こ行つ

     第3項 實 験 成 績

  1．ヒヨレステリン

 第15表に示す如く，増殖率0．46で，ヒョレス

第15表：ヒョレステリンの影響

使用
草

1皆野！李均菌数

増殖寧李均
攝B…華

一添加群

55

生存

装~
S2 1050．

P200。

0．67

O．24
⑪．46

｛封照群

55 45 15⑪⑪．

T000．

1．

P．

1．

（ 57 ］
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テリンは寧ろR．P．の稜育を阻止することなき

やを考へさせる．

  2．レチチン

 第16表に示す如く，檜二二0．55でレチチン

も亦寧ろR．P；の護育を阻止することなきやを

考へさせられる．

第16表： レチチンの影響

t－ew塵 李 均
増殖率

たが，その成績は第18表に示す如く増殖率2．2

で，R・P・に旧する獲育促進作用は相野彊き賂の

があった．

  世
 i代

添13
翻4
封 3

騨4

使用
卵数

生存
卵敷

5！4
5

5

5

5

4

5

1250． 1 O．8

1seo． 1 o．3

150⑪。 ， 1。

  ア5000・11・

  ，

O．55

L

第18表1 ビタミン：Bの影響

添
加
群

封
照
群

世

代

2

3

4

2

3

4

使用
記数

5

5

5

5

5

5

鑛鵬霊麟播殖峯

5

5

4

960．

2100．

い85q・

4

5

4

“280．

1540．

920．

3．4

1．3

2．

ユ．

1．

1．

2．2

1．

    ag 4節 諸種ビタミン類の

       獲育促進作用

     第1項實験材料

i藻ll劉R’篠慧野  

     第2項 實 験 方法

1：繍藤野購第2節と同様であ

     第3項 實験成 績

  1．ビタミンAD
 ビタドール注射液0．1ccを接種材料05ccに

添加培養したが，その寸土は第17表に示す如く

増殖率L1で，嚢育増殖を促進する作用は殆ど

認められなかった．

第；17表： ビタミンADの影響

  3．ビタミンC
 ビ』タミンC注射液0．1ccを接種材料05ccに：

添加増養したが，その成績は第19表に示す如く

増殖率1．5で，獲育促進作用には殆ど影響が認

められなかった．

使用
卵数

第19表：ビタミンCの影響

添
加
群

照
群

世
代

sl s

9 1 5

世
代

2

8

2

8

添
加
群

擁騰叢雨綴蘇州
5

5

4

4

5 ［ 5

5j5

8

9

5

5

500．

400．

seo．

200．

照

群

i． 1

  1 1．5
2．
  し

1．

  1．
L

鰯轟綴騨購
  
41205・
4 ；396．
 1
51200．
 に4｝  33e．

L
ft1 ．2

L
1．

1．1

1．

  2。ビタミンB

 ビタミン：B1結晶をlcc中2mgの割に溶解し

た水溶液O．1ccを接種材料⑪．5ccに添加培養し

  4．e“タミンの濃度とR．p．護育促準作用

    の關係

 ビタミンの濃度がR．p．の獲育増殖を促進す

る上に如何なる影響あるかを観察する爲，再び

最も嚢育促進作用張きビタミン：B1水溶液を選

び，第20表に示す如き成績を得た。

第20表： ビタミンB1の各種

   稀悪液添加培養

梶稀羅濃度1羅

il’
1臨調
1cc申・：一一・2m、【

封 馴

5

5

5

5

生存
卵敷

4

4

5

5

1覗野
卒均菌数

2650．

1750．

1160．

900．

  e
檜殖率

2．9

1．8

1．2

L

［ 53 ）
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 即ちビタミンBl水溶液に於て1cc中2gm含

有のものが最もR．p．獲育促進作用強く，増殖

は2．9で，1cc中O、2mg及び0・02mg含有のも

のには殆どその影響が認められす，増殖率は夫

々1．8，1．2であった。

  第5節 諸種ホルモン剤の及ぼす影響

     第1項自験材料
1：麟供せるR’／何れも二型・節に於ける

3．添加膿 ｝と嚇である・

     第2項 實 験 方 法

 第2章第2節と同檬に行った・

     第3項實 験 成 績

 何れもR．p．に封し獲育促進作用を示さなか

った．

 附：パラアミノ安息香酸の及ぼす影響

     第1項 實 験 材 料

ii離陸憐欝  
  パラアきノ安息香酸（武田）

     第2項 實 験 方 法

1灘艦｝繋岬章第2節と同様に行つ

     第3項 實 験 成 績

 Hamilton， P】⑪tz＆Smade1はパラアミノ安

息香酸の大量は二二中の鶏二見の卵黄嚢内に

接種した地方性Rの獲育を阻止すると述べ，

Grief，、pinkerton＆Maraguesは四丁にとの結

：果を確認してみる．：又A． Yeomans等は獲疹チ

フス患者17名にパラアミノ安息香酸を投與し，

死亡者なく，i酎照中8例18％が死亡したと報告

し，H． M． Rose等は勘キー山紅斑熱患者に，

：N．A． Tierneyはi悪錨病患者に， P．：K。Smithは

獲疹熱二者に封しパラアミノ安息香酸を投與し

たが何れも塁f照臨に比し好結果を工めたと報告

してみる．1944年余は猫立にR．P．の受精鶏卵

卵黄嚢内培養に際しパラアミノ安，自蒼酸の1／1eo

Mo1水溶液を添加接種し，その影響を観察した

が，その成績は第21表に示す如く増殖率0・85

で，R・p．に甥する嚢育促進作用は殆ど認められ

ぬか或は却て阻止作用を示した，

第21表：パラアミノ安息香酸の影響

添
加
群

封
照

避

樺鋤鑛
2 1 5

3 i 5

2 1 5

3 1 5

3

3

4

4

毒晶籔籍：叢殖民

   1    1
21e． 1 1．3

  i
920． 1 O．4

i6e． h．

2280－1．
  1

O．85

1．

                 第4章総

 以上の成績を絡回するに，アミノ酸ビタミ

ンの中細種のものはR．p．の嚢育に封して甚だ

良好なる影響を及ぼすζとを確認し得たが，更

に余の實験に供した諸種アミノ酸及びビタミン

類についてそのR．p。増殖牽（R．p．増殖を促進

したる程度にして，各種添加物質を加へ培養し

た場合の一母野卒均菌数を郵照のそれを以て除

した数値）を比較表示すれば第22，第23表の通

りである．

 即ちアミノ酸中R．p．の嚢育促進作用最も著

明なるものはグルタミン酸曹達にして，その増

殖肇は4．6，トリプトフアン，プスパラギン酸

一

尉22表 （アミノ酸）

添 加 物 質

グノ1レタミン’酸曹i這垂

トリプトプアン

アスパラギン酸
チ  ロ  ヂ  ソ

グ リ コ コ ル

ア  ラ  ニ  ン

チ  ス  チ  ソ

チ ス テ イ ソ

ア ルギ ＝ ソ

塘殖…華

4．6

2．8

2．72

2．0

1．6

1．38

1．36

1．21

0．91

封 照
増殖率

1．

L
1．

1．

1．

1．

L
1．

1．

之に次ぎ，増殖率は夫々2．8，2・72，矛肯微弱な促

［ 59 ］



200 鰍 谷

第23表 （ビタミン類）

添加物質 増殖：i率 勤照
攝B率

ビタミンAD
rタミンB重

rタミン C

1．1

Q．2

k5

1．

P．

P．

進作用を呈するものにチ・Pヂンがあり，増殖率

は2，0であった．グリココル，アラニン，チス

チン，チステイン，アルギニンには殆ど促進作

用が認められす，増殖率は夫々1．6，，1．38，1．36，

1．2五，⑪．91であった．而してR．p．乳剤の海狽

腹腔内接・種に際しグルタミン酸曹達水溶液を同

量添加した所，劃照に比し潜伏期の短縮，畿熱

度の高騰を見た．叉ビタミン類に於てR．P・の

嚢育促進作用最も著明なるものはビタミン：B1に

して，増殖率は2．2，ビタミンAD， Cには促進

作用が認められす，増殖率は夫々1．1，1・5であ

った．叉ホルモン剤，ヒョレステリン及びレチ

チンには促進作用が認められなかった．

第5章結
 1，噛アミノ邸中R．p．の獲育促進作用最も極出

なるものはグルタミン酸曹達にして，トリプト

プアン及びアスパラギン酸之に次ぎ，梢微弱な

促進作用を呈するものにチロヂンあり，グリコ

コル，アラニン，チスチン，チステイン及びア

ルギ＝ンには殆ど促進作用が認められなかっ

た．

 2。アミノ酸のR．p．焚育促進作用は水溶液の

濃度により張弱あり，グルタミン酸砂壁，アス

パラギンr酸，チロヂンは駈oo Mol水溶液に於

て，トリプトフアンは駈⑪Mol，1／1⑪o Mol水

溶液に於て最：も著明なる促進作用を呈した．

 3．グルタミン酸曹達のR．P．獲育促進作用は，

その連績使用が最：も有効であり，次で1回使用

も良好であった．かくして一旦増殖したR．p．は

吹代に於てグルタミン酸曹達を添加せすとも省

論

その増殖影響が存績した。

 4．グルタミン酸曹達を添加培養したR．P・の

毒力は封照のそれに比して強力であり，護熱度

高く且潜伏期を短縮した．

 5．ビタミン：BlはR．P．の偶吟を促進し，ビ

タミンAD， Cにはその作用が認められなかっ

た． ，

 6．ビタミン：B、の獲育促進作用は水溶液の濃

度により強弱あり，1cc申2m9含有のものに於

て最も張力なる促進作用を認め，1cc中0．2m9，

0．02m9含有のものには殆どその影響が認めら

れなかった．

 （三筆するに當り，終始御懇篤なる御指導と御横闘

を賜った恩師谷敬授に賢し，満腔の謝意を捧げ，又R・

病毒分譲の御承諾を賜った傳染病研究所北岡博士に裏
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